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Aを有理数体Qのアデール環，A∞,pを有限アデール環A∞から素点
pを除外した環とする．Mp2nでシンプレクティック群Sp2nの2重被
覆群を表す．

定義：Mp2n(A)の保型表現

g∞ = sp2n(R)とおき，K∞
∼= UnをSp2n(R)の最大コンパクト部分

群とする．genuine保型形式φ : Sp2n(Q)\Mp2n(A) → Cのなす空
間A(Mp2n(A))と尖点形式のなす空間A0(Mp2n(A))は(g∞, K∞)×
Mp2n(A∞)加群である．
� 既約(g∞, K∞)× Mp2n(A∞)加群πがA(Mp2n(A))の部分商と同
型なとき，πは保型表現であるという．

� 既約(g∞, K∞)× Mp2n(A∞)加群πがA0(Mp2n(A))の部分商と同
型なとき，πは尖点的保型表現であるという．

Mp2n(A)の尖点的保型表現πは制限テンソル積分解

π = π∞ ⊗
⊗′

l:prime

πl.

をもつ．ここでπ∞は既約許容(g∞, K∞)加群，πlはMp2n(Ql)の既
約スムーズ表現である．

定義：離散的Aパラメータ
Mp4(A)の離散的Aパラメータとは，表現の形式的和

φ =
⊕
i

φi � Sdi

(∑
i

nidi = 4

)
であって，次の条件をみたすもの．
� φiはGLni

(A)の尖点的保型表現(+いくつかの条件)．
� SdiはSL2(C)のdi次元既約表現．

Aパラメータφが緩増加であるとは，すべてのiに対してdi = 1

をみたすこと．

Aパラメータφの局所化φl =
⊕

i φi,l � Sdi は局所Aパラメータ
lφ : LQl

× SL2(C) → Sp4(C)を定め，

ϕφl
(w) = φ 
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
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によりLパラメータϕφl
: LQl

→ Sp4(C)を与える．
⊂上三角Borel部分群B Sp4と正整数r ∈ Z>0に対して

B(p ∈r) =
{
g Sp4(Zp)

∣∣ g mod pr ∈ B(Z/prZ)
}

とおき，B(pr)のSp4(Zp) → Mp4(Qp)による像をB̃(pr)とする．
半整数aに対してWC = C×の指標z 7→ (z/z)aをWRに誘導した2

次元既約表現をDaと表す．

定義：Hecke作用素
j ≥ 0とk > 3を整数とする．Mp4(A)の尖点的保型表現πの無限
素点でのLパラメータがDk+j−3

2
⊕Dk−5

2
であるとする．r ∈ Z>0に

対してHecke作用素
Ũ (1)
r = pk+j−

5
2 ×
(

) diag(p, 1, 1, p−1)B̃(pr)の作用素
)
,

Ũ (2)
r = p2k+j−7 ×

(
B̃(pr

B̃(pr

) diag(p, p, p−1, p−1)B̃(pr)の作用素
)

を定め，その帰納極限を
Ũ (1) = lim−→

r∈Z>0

Ũ (1)
r , Ũ (2) = lim−→

r∈Z>0

Ũ (2)
r

˜ ˜とおく．U (1)とU (2)はπ
B(Zp)
p に作用する．

定義：p通常的保型表現

上述の尖点的保型表現πがp通常的であるとは，次の3条件をみ
たすベクトルv ∈ π

B(Zp)
p が存在すること．

� vはU (1), Ũ (2)の固有ベクトル．˜
� 極限 lim

m→∞
(Ũ (1))m!vと lim

m→∞
(Ũ (2))m!vが収束する．

� lim
m→∞

(Ũ (1)Ũ (2))m!v 6= 0．

定義：集合Stemp(Mp4;K, j, k)

⊂コンパクト開部分群K Mp4(A∞,p)と整数j ≥ 0とk > 3 に対
し，Mp4(A)のp通常的な尖点的保型表現で，以下の3条件をみた
すものの集合をStemp(Mp4;K, j, k)と表す．
� 無限素点成分はLパラメータがDk+j−3

2
⊕Dk−5

2
の正則離散系列

表現である．
� 0でないK固定ベクトルを持つ．
� Aパラメータは緩増加である．

整数j ≥ 0 と k > 3を動かしたときの，集合Stemp(Mp4;K, j, k)の
濃度の有界性を得た．

主定理
素数p ≥ 5と，2, 3, 5, 7, 11, 13, pと互いに素な正整数 N を固定す
る．また，Mp4(A∞,p)のコンパクト開部分群K =

∏
l 6=p:prime Klが

素数l - Nに対してKl = Sp4(Zl)をみたすとする．このとき，定
数 C(K) > 0 が存在して，任意の整数j ≥ 0 と k > 3 に対して
不等式

#Stemp( 4Mp ;K, j, k) < C(K)

が成り立つ．

Mp4(A)の緩増加Aパラメータは次の2種類に分類される．
� 吉田型：σ � 1⊕ σ′ � 1（σ, σ′ は相異なる GL2(A) の尖点的保
型表現）．

� 一般型：τ � 1（τはGL4(A)の尖点的保型表現）．
GL2(A), SO5(A)では同様の有限性が知られている．吉田型Aパラ
メータはσ, σ′に対応させることでGL2(A)における有限性に帰着
する．一般型AパラメータはSO5(A)のAパラメータとみることで
SO5(A)における有限性に帰着する．
l | N成分　Stemp(Mp4;K, j, k)の元のl成分はKl固定ベクトルをも
つため，一様に深さが抑えられる．局所Langlands対応と局所テー
タ対応の深さ保存を用いて，対応するGL2(Ql)やSO5(Ql)の既約ス
ムーズ表現の深さを一様に抑える．
l = p成分　π ∈ Stemp(Mp4;K, j, k)のp成分πpへのHecke作用を考
えると，Borel部分群に関するJacquet加群がRB(πp) 6= 0をみたす
とわかる．よって，πpはBorel部分群に関する放物型誘導表現の既
約商に同型である．Hecke固有値を具体的に計算することで，超
尖点台に関する条件を与える．GL2(Qp)やSO5(Qp)の既約スムーズ
表現でも同様の考察を行う．

今後の課題
� Nの素因数に関する条件を緩める．
� 2次ベクトル値Siegelモジュラー形式と関連付ける．
� Mp6など，高次のメタプレクティック群で同様の議論．
� 例外群の局所テータ対応の深さ保存の証明と応用．
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